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保険料
（ 年　額 ）

（ 年　額 ）

所得割額
被保険者

均等割額

56,584 円

最高限度額

57 万円総所得金額等
－33 万円（基礎控除） 11.47％

所得割率×＝ ＋

（現役世代の負担）

病院などに支払う
国：県：市町村 ⇒ ４：１：１

自己負担額
支援金 約４割 約１割

公費（税金） 約５割

医療費総額
医療給付費

＋ この約 1 割分を、被保険者の
みなさんの保険料で負担して
いただくことになります

・保険料は、県内どの地域でも同じ基準で算定されます。	
・保険料は、加入者一人ひとりにかかります。保険料率（被保険者均等割額、所得割率）は２年ごとに見直され、平成26年度に改定されています。
※総所得金額等とは、前年中の ｢公的年金等収入－公的年金等控除｣ ｢給与収入－給与所得控除｣ ｢事業収入－必要経費｣ などの合計額で、各種所得控除
前の金額です。
◎公的年金等の収入のみの人で、年金額が153万円以下の場合は、所得割額はかかりません。

平成 26年中の所得の届出に基づき、平成 27年度の保険料額を決定しました。
７月中旬に被保険者（加入者）のみなさんへ「平成 27年度後期高齢者医療保険料額決
定通知書」をお送りします。

保険料のしくみ
保険料は、平成26年中の所得金額と世帯の状況（平成27年４月１日時点の世帯。75歳になる人、福岡県外からの転入
者などはその時点を基準）を基に、本算定を行い決定します。

後期高齢者医療制度
●保険料の算定に関するお問い合わせは…　後期高齢者医療制度コールセンター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎０９２（６５１）３１１１
●保険料の徴収方法に関するお問い合わせは…　健康増進課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（２４６）６２４６
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■
平
成
27
年
度
の保険

料
の
軽
減
措
置

●
被
保
険
者
均
等
割
額
の
軽
減

　

平
成
27
年
度
で
は
、
平
成
26
年
度
の
保

険
料
軽
減
措
置
と
し
て
「
被
保
険
者
均
等

割
額
の
９
割
、
8.5
割（
※
）、
５
割
、
２
割

軽
減
」
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

※
原
則
は
「
７
割
軽
減
」
で
す
が
、
特
例

措
置
に
よ
り
「
8.5
割
軽
減
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。

●
所
得
割
額
の
軽
減

　

総
所
得
金
額
等
が
91
万
円
以
下（
公
的

年
金
の
み
の
場
合
、
収
入
額
で
211
万
円
以

下
）の
人
は
、
所
得
割
額
が
５
割
軽
減
と

な
り
ま
す
。

●
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人

の
軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
前

日
ま
で
「
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
の
被
扶

養
者
」
だ
っ
た
人
は
被
保
険
者
均
等
割
額

が
９
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
所
得
割
額
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

※
被
用
者
保
険
と
は
、
全
国
健
康
保
険
協

会
管
掌
健
康
保
険
、
組
合
管
掌
健
康
保
険
、

船
員
保
険
、
共
済
組
合
を
指
し
ま
す
。

●
保
険
料
の
減
免
制
度

　

災
害
や
失
業
な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
の

納
付
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
、
保
険
料
が

減
免
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
健
康
増
進
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
被
保
険
者
証
が

　
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
の
被
保
険
者
証
は
、
平
成
27
年
７
月

31
日
ま
で
の
有
効
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
１
日
か
ら

使
用
で
き
る
新

し
い
被
保
険
者

証（
柿
色
）は
、
７

月
下
旬
に
、
中

間
市
役
所
か
ら
郵
送
し
ま
す
。　

  

　

た
だ
し
、
保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
場
合

は
、
通
常
よ
り
短
い
有
効
期
限
の
被
保
険

者
証
を
窓
口
で
お
受
け
取
り
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

８
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関
に
か
か
る

と
き
は
、
新
し
い
被
保
険
者
証（
柿
色
）を

窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
有
効
期
間

は
、
平
成
28
年
７
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

７
月
31
日
ま
で
に
新
し
い
被
保
険
者
証

（
柿
色
）が
届
か
な
い
場
合
は
、
健
康
増
進

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
８
月
か
ら
自
己
負
担
割
合
が

　
変
更
に
な
り
ま
す

　

医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
の
医
療
費
の

自
己
負
担
割
合
は
、
１
割
ま
た
は
３
割
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
前
年
中
の
所
得
を
基
に
、
８
月

か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の
１
年
間
の
自
己
負

担
割
合
の
判
定
を
行
い
ま
す
。

　
自
己
負
担
割
合
は
、
原
則
１
割
で
す
が
、

同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
の
い
ず
れ
か
の
人

の
市
民
税
課
税
所
得
が
145
万
円
以
上
で
あ

る
場
合
に
は
、
３
割
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
市
民
税
課
税
所
得
が
145
万
円

以
上
で
あ
っ
て
も
、
次
の
①
ま
た
は
②
に

当
て
は
ま
る
場
合
は
、
中
間
市
役
所
健
康

増
進
課
へ
申
請
す
れ
ば
１
割
負
担
と
な
り

ま
す
。

①
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
２
人
以
上
の

場
合
…
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
全
員
の

収
入
合
計
額
が
520
万
円
未
満

②
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
本
人
の
み
の

場
合（
次
の
Ａ
ま
た
は
Ｂ
に
該
当
）

Ａ
…
本
人
の
収
入
が
383
万
円
未
満

Ｂ
…
本
人
と
同
じ
世
帯
の
70
歳
か
ら
74
歳

　
　

ま
で
の
人
と
の
収
入
合
計
額
が
520
万

　
円
未
満

■
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

　
認
定
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
、
使
用
中
の
減
額
認
定
証
の
有
効

期
限
は
、
７
月
31
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

減
額
認
定
証
を
す
で
に
持
っ
て
い
る
人

で
、
平
成
27
年
度
の
市
民
税
が
非
課
税
世

帯
の
人
に
は
、
８
月
１
日
か
ら
の
減
額
認

定
証
を
、
被
保
険
者
証
と
は
別
に
７
月
下

旬
に
お
届
け
し
ま
す
。

※
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
で
あ
る
人

が
、
入
院
や
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
る

際
に
減
額
認
定
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
に

提
示
す
る
と
、
医
療
費
の
自
己
負
担
は
限

度
額
ま
で
と
な
り
、
食
費
・
居
住
費
の
負

担
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

※
新
た
に
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
健

康
増
進
課
で
の
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の　
印
鑑
、
被
保
険

者
証

※軽減対象所得金額は、基本的には総所得金額等と同じですが、公的年金等収入の場合、
「公的年金等収入－公的年金等控除－15万円」となるなど、例外があります。

■平成 27 年度の保険料の軽減措置

均等割額の
軽減割合

軽減後の均等割額
（年額）

同一世帯内の被保険者
および世帯主の軽減対
象所得金額の合計額

９割軽減 5,658 円

「33 万円（基礎控除額）」
以下で、かつ「被保険者
全員が年金収入 80 万円
以下で、そのほか各種
所得がない」

8.5割軽減 8,487 円 「33 万円（基礎控除額）」
以下

５割軽減 28,292 円
「33 万円（基礎控除額）＋
26 万円×被保険者数」
以下

２割軽減 45,267 円
「33 万円（基礎控除額）＋
47 万円×被保険者数」
以下
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飼
主
の
い
な
い
ノ
ラ
猫
を
「
か

わ
い
い
」「
か
わ
い
そ
う
」と
思
い
、

餌
だ
け
を
あ
げ
て
い
る
人
が
い
ま

す
。
一
方
で
、
ノ
ラ
猫
に
よ
る
鳴

き
声
や
糞ふ

ん

尿
の
被
害
が
後
を
絶
た

ず
、
地
域
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

平
成
25
年
度
に
、
福
岡
県
動
物

愛
護
セ
ン
タ
ー
に
引
き
取
ら
れ
た
、

飼
え
な
く
な
っ
た
猫
や
ノ
ラ
猫
は

約
３
千
５
百
匹
。
そ
の
う
ち
98
％

が
殺
処
分
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
動
物
愛
護
法
の
改
正
に

よ
り
、
愛
護
動
物
で
あ
る
猫
は
み

だ
り
に
捕
獲
し
た
り
傷
つ
け
た
り

で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
26
年
度
か
ら
、
保
健
所
は
市

や
個
人
か
ら
の
引
き
取
り
を
原
則

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

で
は
、
猫
に
よ
る
被
害
を
最
小

限
に
し
な
が
ら
共
生
す
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
解
決
策
の
一
つ
と
し
て
「
地
域

猫
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
地
域
猫
」
と
は

　

ノ
ラ
猫
を
地
域
の
理
解
を
得
た

う
え
で
、
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

餌
場
の
管
理
や
糞
尿
の
始
末
な
ど

の
飼
育
管
理
を
行
う
一
代
限
り
の
猫

の
こ
と
で
す
。

　

去
勢
・
不
妊

手
術
を
施
し
繁

殖
を
抑
制
す
る

こ
と
で
、
徐
々

に
ノ
ラ
猫
の
数

を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
る
と
し
、

様
々
な
自
治
体

で
取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
い
ま

す
。

Ｑ
．
地
域
猫
活
動
は

ど
の
よ
う
な
人
が
す

る
の
で
す
か

Ａ
．
ノ
ラ
猫
に
餌
を
あ
げ
て
い
る

人
、
地
域
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
、
活
動
を
理
解
し
、
協

力
し
て
く
れ
る
み
な
さ
ん
で
行

い
ま
す
。

Ｑ
．
活
動
に
取
り
組

む
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
の
で
す
か

Ａ
．
ま
ず
、「
地
域
住
民
の
理
解
を

得
る
」
こ
と
が
必
要
で
す
。
自

治
会
な
ど
と
相
談
し
、
猫
問
題

に
つ
い
て
十
分
話
し
合
い
、
解

決
の
た
め
に
は
地
域
猫
活
動
が

有
効
で
あ
る
と
の
理
解
と
協
力

を
得
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
活
動
の
資
金
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の

で
す
か

Ａ
．
去
勢
・
不
妊
手
術
に
つ
い
て

は
、
県
の
助
成
制
度
が
あ
り
ま

す
。
餌
代
や
ト
イ
レ
代
な
ど
の

活
動
費
用
は
地
域
で
ま
か
な
う

必
要
が
あ
る
た
め
、
住
民
の
協

力
が
不
可
欠
で
す
。

Ｑ
．
去
勢
・
不
妊
手

術
を
す
る
猫
は
ど
の

よ
う
に
し
て
決
め
る

の
で
す
か
、
ま
た
捕

獲
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
で
す
か

Ａ
．
猫
は
室
内
飼
い
が
基
本
で
す
。

地
域
内
で
猫
を
飼
っ
て
い
る
人

へ
は
、
自
治
会
回
覧
な
ど
で
室

内
飼
い
の
協
力
を
求
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
不
妊
・
去
勢
手
術

す
る
ノ
ラ
猫
の
情
報
を
事
前
に

回
覧
す
る
な
ど
し
て
、
周
辺
住

民
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
で
し
ょ
う
。
手
術
猫
を

捕
獲
す
る
た
め
の
檻
は
市
役
所

で
貸
し
出
し
可
能
で
す
。

「
地
域
猫
」
を

知
っ
て
い
ま
す
か

　

昨
年
福
岡
県
で
始
ま
っ
た
「
地

域
猫
制
度
」
は
、
地
域
が
行
う

清
掃
活
動
な
ど
ノ
ラ
猫
に
対
す

る
対
策
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

　

何
も
し
な
け
れ
ば
子
猫
を
産

み
、
増
え
続
け
る
ノ
ラ
猫
。

　

猫
の
対
策
も
も
ち
ろ
ん
必
要
で

す
が
、
一
番
の
問
題
は
、
ノ
ラ
猫

を
助
け
た
い
人
と
ノ
ラ
猫
で
困
っ

て
い
る
人
の
地
域
で
の
共
存
で
す
。

　

地
域
猫
制
度
は
、
で
き
る
だ

け
地
域
の
中
で
の
住
民
の
ト
ラ

ブ
ル
を
避
け
る
た
め
の
制
度
で

も
あ
る
の
で
す
。
ノ
ラ
猫
を
助

け
た
い
、
お
世
話
を
し
た
い
と
考

え
て
い
る
人
は
、
猫
を
思
う
あ
ま

り
身
勝
手
な
行
動
を
せ
ず
、
自

治
会
に
相
談
し
て
地
域
猫
制
度

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

県
か
ら
手
術
券
を
交
付
し
て

も
ら
い
、
去
勢
や
不
妊
の
手
術

を
受
け
さ
せ
、「
こ
れ
以
上
は
増

え
な
い
」
猫
の
世
話
を
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ノ
ラ
猫
を
助
け
た
い
と
考
え
て

い
る
人
は
、
ぜ
ひ
自
治
会
を
通
し

て
環
境
保
全
課
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
合
先　

環
境
保
全
課

　

☎（
２
４
５
）５
３
０
０

環境保全課　村田泰子

小さな命を守るために、地域に住む私たちに
できることを考えましょう
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蔵書点検による特別休館で

図書館が生まれ変わりました
すこし

「蔵書点検」ってなにをするの？ どこが変わったの？

図書館ってどれぐらい本があるの？

約 110,000 冊です。そのうち、児童書が 30,000 冊、小説な
ど一般書が 80,000 冊です。毎年 4,000 冊ほど新しい図書を
購入し、古い図書を閉架室に移します。古いからと言って
価値がなくなるわけではないので、すぐに廃棄することはし
ていません。探している本が見つからないときは、職員に
尋ねてみてください。もしかしたら、閉架室に眠っているか
もしれませんよ。

ずばり、「子どもに優しい図書館」ということです。図書
館の運営がスタートしたばかりのころ、利用者の大半が
高齢者で、子どもの姿が少ないことに気付きました。そ
こで、「子育て支援」を意識し、児童書や紙芝居の本など
を中心とした、子どもが手に取りやすい児童書の充実を
心がけました。今では、小さな子どもを連れた若いお母
さんの姿が多く見られます。若いお母さんが過ごしやす
いよう婦人雑誌なども取り揃えています。また、市内の
小中学校に、授業の内容に即した図書を貸し出したり、「お
はなし会」など、子ども向けのイベントを開催したりし
ています。これからも、子どもからお年寄りまで楽しく
利用できる「市民の図書館」を作っていきます。

館
内
に
あ
る
す
べ
て
の
図
書
の

在
庫
の
確
認
と
並
べ
替
え
の
作

業
を
行
い
ま
す
。
10
人
が
か
り

で
２
日
か
か
り
ま
す
。

破
れ
て
い
な
い
か
な
ど
図
書
の

状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
在
庫
と

台
帳
を
照
合
し
な
が
ら
不
明
の

図
書
を
確
認
し
ま
す
。

書
架
の
整
理
を
行
い
、
利
用

者
が
よ
り
見
や
す
い
、
よ
り

探
し
や
す
い
配
置
に
改
善
し

ま
す
。

先
日
集
計
し
た
１
万
人
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
、
図
書
を
検
索

す
る
と
き
に
人
の
目
が
気
に
な

る
、
ど
こ
に
探
し
て
い
る
本
が

あ
る
の
か
分
か
り
に
く
い
、
ど

の
本
を
借
り
た
か
忘
れ
て
し
ま

っ
た
な
ど
、
利
用
者
に
と
っ
て

不
便
な
面
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

検
索
機
能
を
一
新
、
数
字
や
地
図

か
ら
配
架
場
所
が
す
ぐ
に
見
つ

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
書
棚
の

案
内
掲
示
板
を
見
や
す
い
位
置

に
取
り
付
け
ま
し
た
。
ま
た
、
お

渡
し
す
る
貸
し
出
し
レ
シ
ー
ト

に
本
の
タ
イ
ト
ル
を
印
字
す
る

な
ど
工
夫
を
施
し
ま
し
た
。

中間市民図書館の自慢を教えて
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●問合先　市民課　☎（２４６）６２３９
市民課からのお知らせ

■法第 11 条の２関係（個人または法人の申し出による閲覧）
閲覧年月日 請求者または申出者の名称および管理者名 請求事由または利用目的の概要 閲覧にかかる住民の範囲

平成 26 年７月９日 朝日新聞社ブランド推進本部マーケッティング部 新聞およびウェブ利用に関する総合
調査 朝霧一丁目１番～20番 15歳以上の男女

平成 26年 12月 24日 国立大学法人東京大学大学院人文社会系研
究科長

少子高齢化社会における社会階層と
移動に関する全国調査研究

小田ケ浦一丁目～二丁目　昭和10年１
月１日～平成６年 12 月 31日生まれの
男女

　住民基本台帳の一部の写しの閲覧について、住民基本台帳法（以下
「法」という）第 11 条第３項および第 11 条の２第 12 項並びに住民基
本台帳の一部の写しの閲覧及び住民票の写し等の交付に関する省令第
３条の規定に基づき、平成26年度の実施状況を次のとおり公表します。

平成 26 年度の

住民基本台帳の閲覧状況
■法第 11 条関係（国または地方公共団体の機関の請求による閲覧）

閲覧年月日 請求者または申出者の名称および管理者名 請求事由または利用目的の概要 閲覧にかかる住民の範囲

平成 26年４月15日 総務省統計局統計調査部消費統計課長 家計消費状況調査 松ヶ岡、扇ケ浦一丁目、中尾四丁目
16歳以上の男女

平成 26年５月14日 自衛隊福岡地方協力本部北九州地区隊 応募資格のある対象適齢者に対し効
果的な募集事務を実施すること

平成８年４月２日～平成９年４月１日生
まれの男女

平成26年５月22日 国土交通省観光庁観光戦略課調査室長 旅行・観光消費動向調査 中鶴一丁目～二丁目

平成 26 年７月２日 総務省統計局統計調査部消費統計課長 家計消費状況調査 中鶴一丁目、朝霧二丁目　16歳以上の男女

平成 26 年８月６日 環境省地球環境局総務課低酸素社会推進室長 家庭からの二酸化炭素排出量の推計
にかかる実態調査全国試験調査

大字垣生、大字上底井野　昭和元年４
月２日～平成６年４月１日生まれの男女

平成 26年９月18日 独立行政法人国立環境研究所 これからのライフスタイルのあり方に
関する世論調査

中央四丁目　20 歳以上 80 歳未満の男
女

平成 26 年 11 月６日 総務省統計局統計調査部消費統計課長 家計消費状況調査 小田ケ浦二丁目、通谷五丁目

平成 26年 12月 24日 文化庁文化部国語課長 平成 26年度国語に関する世論調査 岩瀬三丁目　16歳以上の男女

平成 27年２月12日 総務省統計局統計調査部消費統計課長 家計消費状況調査
池田二丁目、深坂二丁目、岩瀬西町、長
津三丁目、中鶴四丁目、浄花町、蓮花寺
三丁目、七重町　16歳以上の男女

　中間市では、仕事の都合などで平
日（午前８時 30 分～午後５時 15 分）
に転入や転出などの手続きができな
い人のために、３月 29 日日と４月５
日日の午前９時から正午まで、休日
窓口を開設しました。
　受付件数は右記のとおりで、多く
の市民のみなさんにご利用いただき
ました。来年も今年と同様に、３月
の最終日曜日と４月の第一日曜日の
午前９時から正午まで、開設する予
定ですので利用してください。 

結果を公表します

休日窓口の
利用状況

■休日窓口受付件数　（単位：件）

Pick Up
News

開設窓口 業務内容 ３月 29日 ４月５日

市民課

住民異動届（転入、転出、転居など） 12 3
印鑑登録証明 5 8
諸証明発行 3 6
戸籍届 2 0
国民年金加入手続 0 0
国民年金免除申請 0 0

健康増進課
国民健康保険 4 3
後期高齢者医療 2 0
乳幼児・児童医療証 0 0

福祉支援課
障害者手帳の更新手続き 1 0
福祉タクシー利用券の発行 0 0

こども未来課
児童手当申請 0 1
児童扶養手当申請 0 0

環境保全課 し尿収集異動届（転入、転出、転居など） 0 0

収納課・課税課
納税 3 1
諸証明発行 4 9

学校教育課
就学手続き 0 0
校区外・区域外通学申請 0 0
入学通知書交付（小・中学校新１年生） 0 0

合計 36 31
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地
域
活
動
っ
て
な
に
？

　

ま
ち
や
地
域
の
中
で
役
割
を
持

ち
、
地
域
を
元
気
に
す
る
活
動
の
こ

と
で
す
。
例
え
ば
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
、
自
治
会
、
子
ど
も
会

な
ど
に
よ
る
活
動
が
あ
り
ま
す
。
地

域
活
動
は
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

だ
け
で
な
く
、
自
分
の
人
生
を
豊
か

に
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
講
座
に

参
加
し
て
み
よ
う
！

　
こ
ん
な
事
が
で
き
た
ら
い
い
な
と

思
っ
て
い
る
こ
と
を
話
し
合
い
、
解

決
方
法
や
実
際
に
活
動
す
る
ま
で

の
過
程
を
勉
強
す
る
講
座
で
す
。
地

域
に
役
立
ち
た
い
け
ど
、
何
を
や
っ

て
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
、
自
分
の

趣
味
や
特
技
を
地
域
の
た
め
に
活

か
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
や
、
活

動
を
広
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

◇
経
験
豊
富
な
講
師
が
サ
ポ
ー
ト

　

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
講
座
の
講
師

は
、
ふ
く
お
か
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
代

表
の
古
賀
桃
子
さ
ん
で
す
。「
草
の

根
か
ら
、
社
会
を
描
く
」
を
合
言

葉
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
関
す
る
相
談
や
研

修
の
ほ
か
、
企
業
や
行
政
向
け
の
啓

発
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど
、
多
角

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動

基
盤
整
備
を
図
っ
て
い
ま
す
。
日
本

Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
理
事
を
兼
任
す
る

な
ど
、
幅
広
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

始めよう！
NAKAMA 地域活動

　地域のために何かしたいけど、何から始めればいいのか分からない、始めるきっかけがないというあなた！ぜひス
タートアップ講座にお越しください。テーマは、交通安全、環境美化、子育て支援、特技を活かした公演など、どん

なものでも OK です。自分にできる、自分に合った新しいボランティアのカタチを一緒につくっていきませんか。
　実際に、遠賀町では同様の講座を受けた人が、地域の見守りや清掃活動をする団体を新たに結成しています。
「地域の中で役割を持てた」、「特技を披露する場ができた」といったうれしい声を聞けるように、お手伝いします。

※現在、39 団体がボランティアセンターに登録し、活躍しています。詳しくは、ホームページをご覧ください。
○ホームページ…http://www.city.nakama.lg.jp/kurashi/kyoiku/katsudo/npo.html

出会おう、話そう、行動しよう！　蛙
か え だ

田 敦
あ つ え

恵 さん（ボランティアセンター職員）

開催日
（予定） 内　　　容

第１回目 8月 【ウォーミングアップ】
講義・グループワークを軸
に、みなさんの関心に即し
て、テーマを決め、活動計
画を立てます。

第２回目 ９月

第３回目 10月

第４回目 11月 【チャレンジ活動】
グループごとに場所や時間
を調整しながら、自主的に
活動を行います。

12月

平成28年１月

第５回目 ２月 【シェアミーティングの準備】

第６回目 ３月
【シェアミーティング】
各グループの活動成果を発
表します。

講座スケジュール

◇第１回目は…
●日 時　８月１日土・午前 10時～正午
●場 所　中央公民館（託児無料）
●�対 象 者　市内在住、在勤、在学で、地域活動に興
味がある 18歳以上の人（高校生を除く）
●定 員　20人程度
●�申込方法　参加申込書を提出してください
※申込書はボランティアセンターにあります。また、
電話、FAXでも申し込めます。
●申込・問合�先　ボランティアセンター
　☎（２４６）�２１８４　FAX（２４４）１２３２
※２回目以降の日程は参加者で話し合って決めます。
開催場所は主にハピネスなかまです。

Interview

Q. 活動を始めたきっかけは？
A. 小さいころに見た腹話術に魅
せられ、自分もやってみたいと思
いました。
Q. やりがいはなに？
A. 人が笑顔になるのが嬉しいで
す。見てくれた人を笑わせるだけ
でなく、笑い転がしたいという思
いで活動しています。

始めよう！地活　Q&A

代表の山田清澄さんが行っ
た中間西小での公演の様子

◇
現
在
活
躍
中
の
団
体

　
「
ロ
ゴ
ス
腹
話
術
研
究
会
」
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子
ど
も
か
ら
年
配
の
人
を
対
象
に

人
形
と
一
緒
に
笑
い
を
届
け
ま
す
。
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中間市からのお知らせ ity newsC

※ノーマライゼーションとは、「障がい者も健常者もすべての人が一緒に暮らせる社会が当たり前だ」という考え方のことです。

なかまで暮らそう～ノーマライゼーション～
●問合先　福祉支援課　☎（２４６）６２８２　℻（２４４）０５７９

■
テ
ー
マ

　
「
中
間
市
ｅ
メ
ー
ル
１
１
９

番
」
が
開
始
さ
れ
ま
す

　

平
成
27
年
９
月
か
ら
中
間
市

消
防
本
部
が
管
轄
す
る
地
域
を

対
象
に
、
聴
覚
ま
た
は
音
声
・

言
語
機
能
に
障
害
の
あ
る
人
が

緊
急
通
報
を
行
う
場
合
の
補
助

的
手
段
と
し
て
、
携
帯
電
話
機

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
端
末
機
か

ら
電
子
メ
ー
ル
を
利
用
し
て
、

消
防
車
や
救
急
車
の
要
請
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
、「
中
間
市
ｅ
メ
ー
ル

１
１
９
番
」
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
事
前
に
消
防
署
へ
の
登
録
が

必
要
で
す
。
登
録
は
、
８
月
か

ら
受
付
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

登
録
方
法
や
利
用
条
件
に
つ

い
て
は
、
消
防
署
に
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

●
消
防
署
へ
の
登
録

　
☎（
２
４
５
）０
９
０
１

　
℻（
２
４
６
）０
１
１
９

　

ま
た
、
現
在
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
る
「
フ
ァ
ッ
ク
ス
１
１
９

番
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
通
報
に
加

え
て
、
１
１
９
番
で
も
通
報
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。「
フ
ァ
ッ
ク

ス
１
１
９
番
」
の
通
報
カ
ー
ド
は

消
防
署
と
福
祉
支
援
課
の
窓
口

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

●
フ
ァ
ッ
ク
ス
１
１
９
番

　
℻
１
１
９

※
緊
急
通
報
以
外
で
は
使
用
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

平成 27 年度から中間市職員採用試験が大きく変わります
●問合先　総務課　☎（２４６）６２３２

　
今
年
度
の
第
一
次
試
験
で
は
、

個
人
の
能
力
や
資
質
な
ど
を
総

合
的
に
判
断
す
る
Ｓ
Ｐ
Ｉ
３（
総

合
能
力
試
験
）を
実
施
し
ま
す
。

民
間
企
業
で
多
数
行
わ
れ
て
い

る
試
験
で
、
公
務
員
試
験
対
策

を
必
要
と
し
な
い
試
験
と
な
っ

て
い
ま
す
。

●
職
種
・
採
用
予
定
人
数

○
一
般
事
務
職
Ａ 

…
４
人

○
一
般
事
務
職
Ｂ 

…
２
人

○
一
般
事
務
職
Ｃ 

…
２
人

○
一
般
事
務
職
Ｄ 

…
１
人

○
土
木
技
術
職 

…
２
人

○
看
護
師 
…
３
人

●
申
込
期
間　
７
月
27
日
月
～

８
月
14
日
金

※
受
験
申
込
書
と
案
内
書
は
、

７
月
10
日
金
か
ら
総
務
課
人
事

給
与
係（
市
役
所
２
階
）で
配
布

し
ま
す
。

●
受
験
資
格

○
一
般
事
務
職
Ａ
…
昭
和
63
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

○
一
般
事
務
職
Ｂ
…
平
成
４
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※
た
だ
し
、
４
年
制
大
学
の
卒

業
者
お
よ
び
卒
業
見
込
み
の
人

は
除
き
ま
す
。

○
一
般
事
務
職
Ｃ
…
昭
和
50
年

４
月
２
日
か
ら
昭
和
63
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
平

成
27
年
６
月
末
ま
で
に
民
間

企
業
な
ど（
詳
し
く
は
案
内
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）で
、
１
年

以
上
の
職
務
経
験
を
合
計
３

年
間
以
上
有
す
る
人

※
青
年
海
外
協
力
隊
な
ど
で
隊

員
と
し
て
勤
務
し
た
期
間
を
含

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
一
般
事
務
職
Ｄ
…
昭
和
63
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
活

字
印
刷
、
口
頭
に
よ
る
出
題

の
試
験
に
独
力
で
対
応
で
き

る
人

※
た
だ
し
、
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
、
そ
の
障
が
い

の
程
度
が
１
級
～
６
級
の
人
で

自
力
で
通
勤
が
で
き
、
か
つ
介

護
な
し
で
事
務
職
と
し
て
職
務

遂
行
が
可
能
な
人
を
対
象
と
し

ま
す
。

○
土
木
技
術
職
…
昭
和
56
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
10
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

高
校
や
大
学
で
土
木
課
程
を

履
修
し
た
人
ま
た
は
卒
業
見

込
み
の
人

○
看
護
師
…
昭
和
45
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、

看
護
師
の
国
家
資
格
を
有
す

る
人
ま
た
は
平
成
28
年
５
月

31
日
ま
で
に
看
護
師
免
許
取

得
見
込
み
の
人

●
受
験
で
き
な
い
人　
地
方
公

務
員
法
第
16
条
に
当
て
は
ま

る
人

●
一
次
試
験
の
期
日
・
場
所

○
期
日
…
９
月
20
日
日

○
場
所
…
県
立
中
間
高
等
学
校

※
詳
し
く
は
、
中
間
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
職
員
採
用
試
験
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…

　

http://www.city.nakama.lg.jp

Can you  IMAGE  Nakama city…？

CREATE  Nakama city by yourself…!

中
間
市
の
未
来
を

　　
　「
ソ
ウ
ゾ
ウ
」せ
よ

ともにMISSIONを遂行するNAKAMAを募集します
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中間市役所代表 ☎（２４４）１１１１ http://www.city.nakama.lg.jp
Nakama

Infomation

認知症になっても、安心して暮らせる地域に②
●問合先　地域包括支援センター　☎（２４５）７７１６

　

シ
リ
ー
ズ
２
回
目
か
ら
は
、

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
取
組

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

地
域
で
唯
一
、
認
知
症
専
門

棟
を
有
す
る
介
護
老
人
保
健
施

設（
入
所
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、

デ
イ
ケ
ア
も
利
用
可
能
）で
働

く
専
門
職
と
し
て
、
地
域
で
暮

ら
す
人
々
の
た
め
に
で
き
る
プ

ロ
な
ら
で
は
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
な
い
か
。
地
域
に
育
て
て
い

た
だ
い
た
の
で
、
今
度
は
我
々

が
地
域
に
還
元
す
る
と
き
。
そ

う
い
う
熱
い
思
い
か
ら
理
学
療

法
士
で
あ
る
星
山
正
光
さ
ん
を

は
じ
め
、
作
業
療
法
士
、
社
会

福
祉
士
、
看
護
師
、
介
護
福
祉

士
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
地

域
に
出
向
き
、
次
の
三
つ
の
安

心
を
届
け
て
い
ま
す
。

●
３
つ
の
安
心
と
は
…

○
転
倒
予
防
の
た
め
の
運
動
講

座
や
健
康
講
話
を
身
近
な
公

民
館
な
ど
で
受
け
ら
れ
る
安
心

○
介
護
や
施
設
入
所
が
必
要
に

な
る
前
の
元
気
な
と
き
か
ら
、

地
域
の
専
門
職
と
顔
な
じ
み

に
な
る
こ
と
で
、
い
つ
で
も
気

軽
に
相
談
で
き
る
と
い
う
安
心

○
高
齢
者
が
暮
ら
す
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
特
性
を
、
地
域
で
働

く
専
門
職
が
知
っ
て
く
れ
て

い
る
こ
と
で
、
将
来
介
護
が

必
要
に
な
っ
た
と
き
で
も
信

頼
し
て
託
せ
る
と
い
う
安
心

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
名
称
は
千
寿

中
間
「
つ
く
し
」。
平
成
24
年
４

月
に
発
足
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
、

「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

な
ど
か
ら
依
頼
が
あ
り
、
リ
ズ
ム

体
操
や
介
護
保
険
の
し
く
み
・
成

年
後
見
制
度
に
つ
い
て
の
講
話
な

ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

星
山
さ
ん
は
「
地
域
の
人
々

が
求
め
る
内
容
に
あ
わ
せ
て
活

動
し
て
い
ま
す
。柔
軟
性
が
我
々

の
強
み
。
出
向
い
た
先
で
は
病

気
の
こ
と
や
介
護
保
険
制
度
、

成
年
後
見
制
度
の
こ
と
な
ど
の

相
談
を
よ
く
受
け
ま
す
。
手
す

り
の
設
置
な
ど
の
住
宅
改
修
に

つ
い
て
も
希
望
が
あ
れ
ば
、
自

宅
に
出
向
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
す
る
う
え
で
、
ま

ず
『
礼
節
』、
次
に
『
楽
し
く
行

う
こ
と
』
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

今
後
は
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
地

域
に
行
き
た
い
で
す
。
私
た
ち

を
地
域
で
育
て
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

児童扶養手当、特別児童扶養手当など子育てを支援する制度をご存じですか
●問合先　こども未来課　☎（２４６）６２４８

■
児
童
扶
養
手
当

　
次
の
支
給
要
件
に
当
て
は
ま
る

児
童
を
監
護
し
て
い
る
父（
母
）、

ま
た
は
父（
母
）に
代
わ
っ
て
そ
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
児
童
と
は
18
歳
に
な

る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
あ
る
人
で
す（
障
が
い

の
あ
る
人
は
20
歳
未
満
）。

●
支
給
要
件

○
父（
母
）が
婚
姻（
事
実
婚
を

含
む
）を
解
消
し
た
と
き

○
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
妊

娠
し
た
と
き
な
ど

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

20
歳
未
満
で
、
精
神
ま
た
は

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も

を
扶
養
し
て
い
る
父
母
や
養
育

者
を
対
象
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
支
給
要
件

○
身
体
の
障
が
い（
身
体
障
害
者
手

帳
１
、２
級
程
度
）が
あ
る
場
合

○
精
神
・
知
的
障
が
い
な
ど（
強

度
の
て
ん
か
ん
な
ど
、
療
育
手

帳
Ａ
、
Ｂ
の
程
度
）が
あ
る
場
合

○
内
科
的
疾
患（
主
に
結
核
症
、
呼

吸
器
や
心
臓
の
機
能
障
が
い
、

肝
臓・腎
臓・血
液
疾
患
な
ど
で
、

長
期
に
わ
た
る
安
静
や
日
常
生

活
に
著
し
い
制
限
を
加
え
る
必

要
が
あ
る
状
態
）が
あ
る
場
合

■
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
支

給
制
度

　

母
子
家
庭
の
母
と
そ
の
子
、

父
子
家
庭
の
父
と
そ
の
子
、
父

母
の
な
い
子
が
病
院
に
か
か
っ

た
と
き
の
自
己
負
担
相
当
額
か

ら
次
の
自
己
負
担
額
を
差
し
引

い
た
額
を
助
成
し
ま
す
。

●
自
己
負
担
額

○
入
院
…
１
日
500
円

　
（
月
７
日
上
限
）

○
入
院
以
外
…
１
か
月
800
円

　
（
限
度
）

●
支
給
要
件

○
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
年

度
末
ま
で
の
間
に
あ
る
子
ど
も

を
、
現
に
扶
養
し
て
い
る
母
子

家
庭
の
母
と
父
子
家
庭
の
父

○
小
学
校
就
学
後
か
ら
18
歳
に

達
す
る
日
以
後
の
年
度
末
ま

で
の
間
に
あ
る
母
子
家
庭
の
子

と
父
子
家
庭
の
子
、
父
母
の
な

い
子

※
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る

必
要
が
あ
り
、
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。

千寿中間「つくし」で働く、
（左から）吉野友晃さん、星山正
光さん、山下毅さん
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おすすめ 料理レシピ

中間市食生活改善推進会（緑の会）による、身体に優しいレシピを大公開。

あなたも作ってみませんか

健康ファミリー

保健センター
☎（２４６）１６１１
ＦＡＸ（２４６）３０２４
genki@city.nakama.lg.jp

あなたの健康づくりのために

Health Care
健
や
か
腎
臓
教
室
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

慢
性
腎
臓
病
は
、
腎
臓
そ
の
も

の
に
原
因
が
あ
っ
て
発
症
す
る
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、
現
在
は
、
糖

尿
病
や
高
血
圧
と
い
っ
た
生
活
習

慣
病
が
進
行
し
て
発
症
す
る
人
が

大
部
分
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
疾
患
は
、
初
期
症
状
が
ほ

と
ん
ど
出
ず
、
気
付
い
た
時
は
腎

不
全
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
多

く
の
人
は
自
分
が
慢
性
腎
臓
病
で

あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
放
置
し
て

い
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
特
徴
が

あ
り
ま
す
。
健
診
な
ど
で
こ
の
病

気
を
指
摘
さ
れ
た
人
や
、
血
糖
や

血
圧
が
高
い
人
は
、「
健
や
か
腎

臓
教
室
」
に
参
加
し
て
、
慢
性
腎

臓
病
の
発
症
や
進
行
を
防
ぐ
知
識

を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

●
参
加
料　
無
料

※
調
理
実
習
の
材
料
費
と
し
て
400

円
と
、
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
１
、

０
０
０
円
程
度
が
必
要
で
す
。

●
定

員　
30
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

し
ま
す
。

●
申
込
方
法　
８
月
31
日
月
ま
で

に
保
健
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

■
前
年
度
参
加
者
の
声

　
「
栄
養
士
の
方
の
個
別
指
導
は

非
常
に
有
意
義
で
し
た
。
食
に
関

す
る
意
識
が
変
わ
り
ま
し
た
。」

●
参
加
者
の
食
事
摂
取
量
の
変
化

（
平
均
）

○
エ
ネ
ル
ギ
ー
…
１
、８
２
０ｇ
→

１
、７
１
１ｇ

○
た
ん
ぱ
く
質
…
60
・
８ｇ
→
55
・
９ｇ

○
食
塩
…
8.1
ｇ
→
6.5
ｇ

●
参
加
者
の
体
重
の
変
化（
平
均
）

○
体
重
…
56
・
３
㎏
→
54
・
０
㎏

エネルギー：230㎉
食塩：0.9ｇ

①�耐熱皿に鶏の皮を下にして、ねぎ、し
ょうがの皮をのせて酒をふる。ラップ
をかけ、レンジに 4分かけて冷ます
②�にんじんはせん切り、きゅうりは塩を
ふり、板ずりしてさっと洗い、すりこ
木などでたたいて食べやすい大きさ
に切る。レタスは小さくちぎる
③�②の野菜を皿に盛り、1㎝幅に切った鶏
肉をのせ、ごまだれをよく混ぜてかける

鶏肉のレンジ酒蒸し

鶏胸肉…320ｇ、ねぎ・しょうが
の皮…適宜、酒…大さじ２、にんじ
ん…50ｇ、きゅうり…２本、レタ
ス…２枚、ピリ辛ごまだれ（鶏が
らスープの素…小さじ１、塩…少々、
砂糖・しょうゆ・豆板醤…各小さじ
１、酒…大さじ１、練りごま…大さじ
１と1/2、ねぎのみじん切り…適
量、しょうがのみじん切り…少々）

材料（４人分） 作り方

回数 期日 時間 内　　　　容

１ ９月 10 日木
午前９時 30 分

～午後１時
「腎臓にやさしい食事」

栄養士の講話と調理実習

２ ９月 11 日金
午後１時 30 分
～２時 30 分

「生活習慣と慢性腎臓病」

腎臓専門医の講話

３ 10 月 １時間程度 個人に応じた食事指導

４ 11 月 １時間程度 個人に応じた食事指導

５ 平成 28 年１月 １時間程度 個人に応じた食事指導

●対 象
○�おおむね１年以内に受診した健診または検査の結果が「蛋白尿などの腎障害がある」、また

は「腎機能低下が３か月以上続く状態」の人で、（※）eGFR 値（推定糸球体ろ過量）が 30
㎖ / 分 /1.73㎡～ 50㎖ / 分 /1.73㎡の人

※ eGFR とは、腎臓の糸球体という場所でどれぐらい血液をろ過しているか、血清クレ
アチニン値を用いて算出するものです。
○糖尿病や高血圧で、コントロール不良の人
○かかりつけ医から勧められた慢性腎臓病の人
○５回すべての教室に参加できる人
※家族（調理担当者）と一緒に参加可能です。
※高血圧症、糖尿病、脂質異常症などの生活習慣病で治療中の人は、教室参加に
ついて主治医に相談後、申し込みをしてください。
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やっちゃれ
環境

環境保全課☎（２４６）６２６５

消費生活センター☎（２４６）５１１０

今月のテーマ

ら し の

ミ カ タ ♪

く
知っ得！

「個人情報を削除してあげる」
という電話に注意

平成27年度のもえるごみの搬入量は、対26年度比３％の減
量を目標にしています。ごみの減量化・資源化にご協力を
お願いします。

もえるごみの搬入量状況

27 年度 26 年度 前年当月比 増減率

５月 1,035,830㎏ 1,070,240㎏ △ 34,410㎏ △ 3.2％

累計 1,940,060㎏ 2,054,270㎏ △ 114,210㎏ △ 5.6％

こ
の
夏
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

節
電
に
努
め
よ
う

　

電
力
需
要
の
増
加
す
る
夏
場
を

迎
え
、
全
国
的
に
電
力
不
足
が
心

配
さ
れ
て
い
ま
す
。
政
府
か
ら
、

次
の
期
間
、「
数
値
目
標
を
設
け

な
い
節
電
」
が
要
請
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
で
き
る
限
り
の
節
電
に

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
省
エ
ネ
や
節
電
の
方
法

を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
普
段
の
生

活
で
の
実
践
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
節
電
要
請
期
間　
７
月
１
日
水

～
９
月
30
日
水（
平
日
の
み
）・
午

前
９
時
～
午
後
８
時

※
８
月
13
日
・
14
日
を
除
き
ま
す
。

実
践
で
き
る
省
エ
ネ
や
節
電

の
方
法

◇
待
機
電
力
の
削
減

　

待
機
電
力
と
は
、
家
電
製
品
な

ど
使
用
し
て
い
な
く
て
も
、
プ
ラ

グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
に
接
続
し
て
い

る
だ
け
で
消
費
さ
れ
る
電
力
の
こ

と
で
す
。
使
っ
て
い
な
い
家
電
製

品
は
こ
ま
め
に
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ

ン
ト
か
ら
抜
き
ま
し
ょ
う
。

◇
エ
ア
コ
ン

　

冷
房
の
室
温
は
28
℃
を
目
安
に

設
定
し
ま
し
ょ
う
。
カ
ー
テ
ン
を

閉
め
る
と
、
窓
か
ら
の
日
差
し
を

遮
る
ほ
か
、
冷
房
の
冷
気
が
逃
げ

る
の
を
防
ぐ
の
に
も
効
果
的
で
す
。

ま
た
、
フ
ィ
ル
タ
ー
が
目
詰
ま
り

す
る
と
冷
房
効
果
が
下
が
り
、
無

駄
な
電
力
を
使
用
し
て
し
ま
う
の

で
、
こ
ま
め
に
フ
ィ
ル
タ
ー
を
掃

除
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

◇
冷
蔵
庫

　

冷
蔵
庫
の
設
定
を
「
強
」
か
ら

「
中
」
に
変
え
、
扉
を
開
け
る
時
間

を
で
き
る
だ
け
減
ら
し
、
食
品
を

詰
め
込
み
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◇
テ
レ
ビ

　

省
エ
ネ
モ
ー
ド
に
設
定
す
る
と

と
も
に
、
画
面
の
輝
度
を
下
げ
、

必
要
な
時
以
外
は
消
し
ま
し
ょ

う
。
テ
レ
ビ
を
消
す
と
き
は
、
主

電
源
か
ら
Ｏ
Ｆ
Ｆ
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
照
明

　

点
灯
時
間
を
短
く
し
、
必
要
が

な
い
明
か
り
は
こ
ま
め
に
消
し
ま

し
ょ
う
。
白
熱
電
球
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電

球
、
ま
た
は
電
球
型
蛍
光
灯
に
取

り
替
え
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

節
電
の
取
り
組
み
は
、
限
り
あ
る

資
源
の
有
効
利
用
や
地
球
温
暖
化

防
止
な
ど
に
役
立
ち
ま
す
。
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
日
ご
ろ
の
生
活

を
見
直
し
、
地
球
に
や
さ
し
い
生

活
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

■
福
岡
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
節

電
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…

　

http://w
w
w.pref.fukuoka.

lg.jp/contents/setsuden7.html

■
相
談
事
例

　
「
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
を
名

乗
る
人
か
ら
「
あ
な
た
の
個
人

情
報
が
３
社
に
漏
れ
て
い
る
。

２
社
は
取
り
消
せ
た
が
、
１
社

（
Ａ
社
）だ
け
は
取
り
消
せ
な
い
。

取
り
消
す
た
め
に
は
代
理
の
人

を
立
て
る
必
要
が
あ
る
」
と
言

わ
れ
た
。
Ａ
社
は
東
北
の
震
災

関
係
の
仕
事
を
し
て
お
り
、
資

産
家
の
Ｂ
さ
ん
が
代
理
人
に
な

っ
て
く
れ
る
そ
う
だ
。
Ａ
社
か

ら
電
話
が
あ
り
、
自
分
に
振
ら

れ
て
い
る「
番
号
」を
教
え
ら
れ
、

そ
の
番
号
は
絶
対
に
他
人
に
教

え
な
い
よ
う
に
言
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
Ｂ
さ
ん
か
ら
電
話

が
あ
り
、
震
災
関
連
の
機
器
を

発
注
す
る
た
め
「
番
号
」
が
必

要
と
言
わ
れ
、
教
え
た
と
こ
ろ
、

Ａ
社
か
ら
「
番
号
を
他
人
に
教

え
た
の
は
違
法
行
為
。
あ
な
た

も
Ｂ
さ
ん
も
逮
捕
さ
れ
る
。
い
い

弁
護
士
を
知
っ
て
い
る
の
で
指
示

に
従
う
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
た
。

弁
護
士
の
代
理
人
が
現
れ
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
３
枚
と
そ
の
暗

証
番
号
を
渡
し
て
し
ま
っ
た
。
警

察
に
届
け
た
が
、
す
で
に
200
万

円
引
き
落
と
さ
れ
て
い
た
。

■
ア
ド
バ
イ
ス

○
公
的
機
関
を
か
た
り
、「
個
人

情
報
が
漏
れ
て
い
る
の
で
削
除

し
て
あ
げ
る
」
と
持
ち
か
け
、

最
終
的
に
は
お
金
を
だ
ま
し

取
る
手
口
が
急
増
し
て
い
ま
す

○
個
人
情
報
の
削
除
を
持
ち
か

け
る
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

ら
、
す
ぐ
に
電
話
を
切
っ
て

く
だ
さ
い

○
一
度
お
金
を
払
っ
て
し
ま
う

と
取
り
戻
す
こ
と
は
非
常
に

困
難
で
す

○
こ
の
よ
う
な
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
ら
、
す
ぐ
に
警
察
署

や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
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よくわかる
医療講座

94
No

今月のテーマ

中間市立病院医師が、健康の
ためになる話をお届けします。

中間市立病院☎（２４５）０９８１

　

暑
さ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る

健
康
障
害
の
総
称
の
こ
と
を
「
熱

中
症
」
と
い
い
ま
す
。

　

熱
中
症
の
病
態
は
大
き
く
次
の

4
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

◇
熱
失
神
…
皮
膚
血
管
の
拡
張
に

よ
っ
て
血
圧
が
低
下
し
脳
血
流
が

減
少
し
て
起
こ
る
状
態
で
す
。
一
時

的
な
失
神
、
め
ま
い
が
生
じ
ま
す
。

◇
熱
け
い
れ
ん
…
大
量
の
汗
を
か

き
、
水
だ
け
を
補
給
し
て
血
液
の

塩
分
濃
度（
ナ
ト
リ
ウ
ム
）が
低
下

す
る
と
足
や
腕
、
体
幹
の
筋
肉
に

つ
り
や
痛
み
を
伴
っ
た
け
い
れ
ん

が
起
き
ま
す
。

◇
熱
疲
労
…
大
量
に
汗
を
か
き
、

水
分
の
補
給
が
追
い
つ
か
な
い
と
、

脱
水
状
態
に
な
り
全
身
倦け

ん
た
い
か
ん

怠
感
、

頭
痛
、
吐
気
、
嘔お

う

と吐
、
脱
力
感
の

症
状
が
生
じ
ま
す
。

◇
熱
射
病
…
体
温
の
上
昇
の
た
め

に
中
枢
神
経
機
能
が
異
常
を
き
た

し
た
状
態
で
す
。
呼
び
か
け
や
刺

激
へ
の
反
応
が
鈍
く
、
ふ
ら
つ
き
、

け
い
れ
ん
、
手
足
の
運
動
障
害
、

高
体
温
な
ど
が
現
れ
、
最
も
重
症

な
症
状
で
す
。

　

基
本
的
に
人
間
の
体
は
高
温
環

境
に
弱
く
、
体
温
が
38
℃
以
上
に

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に「
汗
」

を
出
し
、「
汗
」
が
皮
膚
表
面
で
蒸

発
す
る
と
放
熱
し
体
温
が
下
が
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

「
汗
」
は
血
液
中
の
水
分
や
塩
分
か

ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
暑
い
と
こ

ろ
で
は
、
自
分
の
血
液
中
の
水
分

や
塩
分
を
犠
牲
に
し
な
が
ら
体
温

を
維
持
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
水
分
や
塩
分
が
し
っ

か
り
体
に
補
給
さ
れ
て
い
な
い
と

血
流
不
足
と
な
り
、
熱
中
症
を
起

こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

熱
中
症
の
予
防
と
し
て
水
分
と

塩
分
を
補
給
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
高
温
環
境
職
場
で
汗
を
た
く

さ
ん
か
く
よ
う
な
作
業
の
時
は
、

の
ど
が
渇
く
前
に
水
分
を
補
給
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
15
～
30
分

ご
と
に
200
㎖
程
度
の
飲
水
を
行
い

ま
す
。
塩
分
は
200
㎖
の
飲
水
に
対

し
て
小
梅
１
個
、
ま
た
は
塩
昆
布

２
切
れ
な
ど
で
補
充
し
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
は
塩
分（
ナ

ト
リ
ウ
ム
）も
入
っ
て
い
る
う
え
に

甘
味
も
あ
り
口
当
た
り
も
良
く
手

軽
で
、
高
温
環
境
下
で
ス
ポ
ー
ツ
や

仕
事
で
汗
を
か
く
人
に
は
必
要
で

す
が
、
屋
内
の
日
常
生
活
の
水
分

補
給
に
は
適
し
ま
せ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ

ド
リ
ン
ク
の
糖
濃
度
は
意
外
に
多

く
、
連
日
の
摂
取
で
秋
口
に
若
中

年
男
性
が
糖
尿
病
を
発
症
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
熱
中
症
対
策
と

し
て
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
飲
む
場

合
は
２
倍
に
薄
め
て
飲
む
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　

熱
中
症
の
応
急
処
置
と
し
て
は
、

と
に
か
く
体
を
冷
却
し
ま
し
ょ
う
。

体
を
水
で
ぬ
ら
し
氷
の
う
な
ど
で
冷

や
し
風
を
当
て
て
体
表
の
温
度
を
下

げ
ま
す
。
気
分
不
良
が
続
い
た
時

は
病
院
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

熱中症
中間市立病院　内科

鈴
す ず か

鹿 佳
か な こ

南子 医師

中 間 市 民 図 書 館 だ よ り ●開館時間　午前９時30分～午後７時
●休 館 日　���７月13日月、21日火、27日月、

29日水、８月３日月、10日月
●住 所　蓮花寺三丁目１-２

☎（２４５）４６６４

図書館マスコットキャラクター
「よむむしくん」

中間市民図書館

図書館員のおはなし会

●日時　８月１日土・午前11時～
●内 容　絵本の読み聞かせ、紙芝居など

夏休み小学生工作教室

牛乳パックを使って自分だけの貯金箱を作ろう
●�日 時　８月１日土・午後１時30分～２時30分
●定 員　20人（市内在住の小学生に限る）
※７月18日土から受付窓口と電話で受け付けを開始します。

長いお別れ
中島　京子・著
帰り道は忘れても、難読漢字はすらすらわ
かる。妻の名前は言えなくても、顔を見れ
ば安心しきった顔をする。認知症の父と家
族のあたたかくて切ない10年の日々を描く。

やさいぺたぺたかくれんぼ
松田　奈那子・作
やさいを切って、絵具をつけてぺたぺた
するやさいスタンプが、どこかにかくれん
ぼ。何のやさいが隠れているか当てっこ
することでやさいへの興味がふくらむ本。

図書館イベント
申込開始は７月９日木～
■朗読ライブラリー第３回
　テーマは「自分が好きな本」に
ついて。自由に参加、見学できます。
●�日 時　７月 26 日日・
午前　10時～正午

■「夏休み一日図書館員」募集
●期 日　７月 30日木
●時 間
①午前 10時～正午
②午後２時～４時
●定 員　各回４人・先着順
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今
日
、
私
は
「
生
ま
れ
つ
き
」
顔

に
ア
ザ
が
あ
る
と
い
う
人
に
つ
い
て

の
映
像
を
見
た
。
そ
の
人
は
小
さ
い

頃
か
ら
い
じ
め
に
あ
っ
て
い
た
と
い

う
。も
し
私
が
そ
の
立
場
だ
っ
た
ら
、

家
に
引
き
こ
も
っ
て
い
る
と
思
う
。

で
も
、
そ
の
ア
ザ
と
向
き
あ
っ
て
生

き
て
こ
ら
れ
た
の
を
見
て
「
強
い
な

ぁ
」
と
思
っ
た
。
顔
の
ア
ザ
は
血
管

腫
と
い
う
生
ま
れ
つ
き
の
病
気
。
そ

の
人
が
悪
い
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
そ
れ

で
も
、ず
っ
と
い
じ
め
ら
れ
て
き
た
。

そ
れ
に
耐
え
る
の
は
つ
ら
い
け
ど
、

な
に
よ
り
、
そ
の
ア
ザ
と
一
緒
に
、

生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い

も
あ
っ
た
と
思
う
。
私
は
、
ア
ザ
と

か
な
い
け
ど
「
ブ
ス
」
と
か
「
顔
が

キ
モ
い
」
と
か
言
わ
れ
た
。
す
ご
く

腹
立
た
し
か
っ
た
、
悔
し
く
て
。

　
こ
の
ア
ザ
の
場
合
、
治
る
も
の
じ

ゃ
な
か
っ
た
か
ら
、
と
て
も
苦
し
か

っ
た
と
思
う
。
周
り
の
い
じ
め
て
い

た
人
達
は
、
考
え
が
無
く
、
軽
い
気

持
ち
で
言
っ
て
い
た
の
な
ら
、
余
計
、

つ
ら
か
っ
た
し
、悔
し
か
っ
た
と
思
う
。

　
私
は
こ
う
思
っ
た
。

　
「
ふ
つ
う
っ
て
何
だ
ろ
う
」

　

顔
に
ア
ザ
が
あ
る
か
ら
変
？
。

そ
う
じ
ゃ
な
い
と
思
う
。
そ
の
人
に

は
何
の
罪
も
な
い
か
ら
。
私
は
、
そ

の
人
が
「
ふ
つ
う
と
は
違
う
」
っ
て

思
え
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
の
映
像
を

見
て
、
他
の
人
に
も
考
え
直
し
て
ほ

し
い
と
思
う
。「
ふ
つ
う
な
ん
て
な

い
」と
。「
ふ
つ
う
」な
ん
て
基
準
は
、

顔
と
か
、
人
と
か
に
つ
け
る
も
の
じ

ゃ
な
い
と
思
う
。「
み
ん
な
違
っ
て

い
る
」
と
い
う
こ
と
を
大
事
に
、
大

切
に
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。
そ
の
人

と
気
持
ち
を
考
え
な
け
れ
ば
、
こ
の

世
界
は
い
じ
め
だ
ら
け
に
な
っ
て
し

ま
う
と
思
う
。
だ
か
ら
、
皆
で
「
違

い
」
と
か
「
ふ
つ
う
」
と
か
に
つ
い

て
、
考
え
直
し
た
い
と
思
っ
た
。

消費者相談
■場所 産業振興課（市役所別館２階）

悪質商法などの相談に応じます。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後４時
●問合先　消費生活センター☎（２４６）５１１０

家庭児童相談
■場所 家庭児童相談係（市役所 3 階）

子どもの養育（しつけ、養育者の問題）
など児童に関する相談をお受けします。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後５時
●問合先　こども未来課
　☎（２４６）３５１５

悩み・いじめ・教育相談
■場所 少年相談センター（働く婦人の家）

未成年者の非行などの相談に応じます。
●�受付　月曜日〜金曜日・午前９時〜

午後５時
●問合先　少年相談センター☎（２４６）０４８４

女性のための悩みごと相談
■場所 人権男女共同参画課（人権センター）

あなたが納得のいく生き方ができるよ
うお手伝いします。
●�受付　月曜日～金曜日・午前８時30

分～午後５時15分
●問合先　人権男女共同参画課
　☎（２４５）７８０１

補聴器相談
■場所 福祉支援課・ハピネスなかま

●�日時　毎月第１〜４火曜日・午後１時〜
２時は福祉支援課（市役所１階）、午後２
時30分〜３時30分はハピネスなかま
●問合先　福祉支援課☎（２４６）６２８２

Free
Consultation

無料相談
コーナー

〜気軽に利用してください〜

人権標語
思いやる　その心こそ　仲間だよ
	　　中間小学校卒業	 金川　湧彪さん

わけあおう　優しい心も　悲しみも
	　　中間中学校２年	 今坂　咲良さん

大じょうぶ　言われる度に　救われる
	　　中間東中学校２年	 城野　知美さん

平成 25 年度小・中学校人権作文から

県巡回交通事故相談
■場所 ハピネスなかま

●�日時　８月12日水・午前10時〜午後
４時（受付は午後３時まで）
●問合先　安全安心まちづくり課
　☎（２４６）２０１７

行政相談
■場所 ハピネスなかま

行政への苦情・要望などの相談に応じます。
●�日時　８月１日土、21日金・午後３時

〜５時
●問合先　企画政策課☎（２４６）６２７１

心配ごと相談
■場所 ハピネスなかま

●�日時　８月１日土、21日金、27日木・
午後３時〜５時（前日まで窓口で予約受
付・受付時間は月曜日〜金曜日の午前
８時30分〜午後５時15分・定員６人）
●問合先　中間市社会福祉協議会
　☎（２４４）１２３０

私たちが感じた人権問題
「『ふつう』って何？」

上野 愛佳さん
（中間東中学校２年）
平成26年度小・中学校人権作文から

７
月
は
同
和
問
題
啓
発
強
調

月
間
で
す

　

同
和
問
題
は
、
我
が
国
の
歴

史
的
過
程
で
形
づ
く
ら
れ
た
身

分
制
度
に
よ
り
、
国
民
の
一
部
の

人
た
ち
が
、
今
な
お
、
就
職
や
結

婚
な
ど
の
日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
に
お
い
て
差
別
を
受
け
て

い
る
と
い
う
問
題
で
す
。
同
和
問

題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
避
け
て
通
ろ
う
と

せ
ず
、
偏
見
を
持
た
ず
に
正
し
く

知
る（
学
ぶ
）こ
と
が
大
切
で
す
。

　
人
権
は
、
人
種
や
民
族
、
性
別

を
超
え
て
誰
に
で
も
認
め
ら
れ
る

基
本
的
な
権
利
で
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
に
向
き
合
っ
て
、
こ
の

機
会
に
み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。

■
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
日

時　

７
月
25
日
土
・

　
午
後
３
時
～
午
後
８
時

●
場

所　

な
か
ま
ハ
ー
モ

　
ニ
ー
ホ
ー
ル

●
第
１
部（
午
後
３
時
～
）

　
九
州
朝
鮮
中
高
級
学
校
の
生

　

徒
の
舞
踊
、
キ
ッ
ズ
教
室
に

　
よ
る
文
化
交
流
な
ど

●
第
２
部（
午
後
６
時
～
）

　
「
人
の
世
に
熱
と
光
を
」
と
題

　
し
た
清
原
隆
宣
さ
ん（
奈
良
県

　
西
光
寺
住
職
）の
講
演
会

●
問
合
先　

人
権
男
女
共
同

　
参
画
課

　
☎（
２
４
５
）３
５
１
１
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楽
し
い
お
は
な
し
会
に

来
ま
せ
ん
か

　

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ど
ん
ぶ

ら
こ
」
に
よ
る
手
遊
び
、
ペ
ー
プ

サ
ー
ト
、
大
型
紙
芝
居
、
ミ
ニ
人

形
劇
な
ど
、
楽
し
い
企
画
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。
ぜ
ひ
親
子
で
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。
参
加
無
料
で
す
。

●
日

時　
７
月
24
日
金
・
午

前
11
時
～
11
時
50
分

●
場

所　
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

●
対

象　
２
歳
以
上
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者

●
定

員　
20
組
程
度

●
問
合
先　
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

　
☎（
２
４
５
）５
５
５
７

簡
易
専
用
水
道
の
受
水
槽
は

届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う

　

専
用
水
道
お
よ
び
簡
易
専
用
水

道
の
事
務
権
限
が
県
か
ら
市
へ
移

譲
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
の
要
件
に

該
当
す
る
受
水
槽
を
設
置
し
て
い

る
場
合
は
「
簡
易
専
用
水
道
」
に

該
当
し
ま
す
の
で
、
所
定
の
設
置

届
出
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
簡
易
専
用
水
道
に
該
当
す
る
受

水
槽

○
市
水
道
の
水
の
み
を
受
水
し
て

い
る

○
有
効
容
量
が
10
㎥
以
上

※
受
水
槽
の
水
を
ま
っ
た
く
飲
用
に

供
さ
な
い
場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

●
届
出
が
必
要
な
人　
受
水
槽
を

設
置
し
て
い
る
建
物
の
管
理
者

な
ど

●
問
合
先　
環
境
保
全
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
６
５

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

（
ポ
イ
ン
ト
方
式
）

　

住
宅
環
境
な
ど
の
困
窮
状
況
を

点
数
化
し
、
点
数
の
高
い
世
帯
か
ら

あ
っ
せ
ん
す
る
ポ
イ
ン
ト
方
式
に
よ

る
募
集
で
す
。
募
集
団
地
、
募
集

戸
数
、
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
す
る
住
宅　
福
岡
県
内
の

県
営
住
宅

●
受
付
期
間　
７
月
13
日
月
～
22

日
水
・
消
印
有
効

●
申
込
書
配
布
場
所

○
中
間
市
役
所
案
内
、
都
市
整
備

課
、
東
部
出
張
所
、
西
部
出
張
所

○
福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
北
九
州

管
理
事
務
所（
八
幡
西
区
西
曲

里
町
２
‐
１
）

※
７
月
13
日
月
か
ら
配
布
し
ま
す
。

●
問
合
先　
福
岡
県
住
宅
供
給

公
社
北
九
州
管
理
事
務
所

　
☎（
６
２
１
）３
３
０
０

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

よ
り
安
全
な
輸
血
用
血
液
の
安

定
供
給
を
行
う
た
め
、
献
血
バ
ス

を
利
用
し
て
400
㎖
献
血
を
行
い
ま

す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日

時　
７
月
14
日
火
・
午

後
１
時
30
分
～
４
時

●
場

所　
新
中
間
病
院

●
実
施
方
法　
玄
関
ロ
ビ
ー
で
受
付

と
事
前
検
査
を
し
た
後
、
移
動
採

血
車
で
本
採
血
を
行
い
ま
す

●
問
合
先　
福
祉
支
援
課

　

☎（
２
４
６
）６
２
７
０

北
九
州
市
消
防
航
空
隊
と

合
同
訓
練
を
行
い
ま
す

　

中
間
市
消
防
署
と
北
九
州
市
消

防
局
消
防
航
空
隊
と
の
合
同
に
よ

る
「
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
使
用
し
た

河
川
救
出
訓
練
」
を
市
役
所
前
の

遠
賀
川
河
川
敷
で
行
い
ま
す
。
こ

の
訓
練
で
は
、
遠
賀
川
と
市
役
所

前
多
目
的
広
場
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

が
飛
来
し
ま
す
。
訓
練
中
は
安
全

確
保
の
た
め
、
河
川
や
多
目
的
広

場
へ
の
通
行
・
立
ち
入
り
な
ど
を

一
部
制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
飛
来
時

に
は
大
き
な
音
が
し
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日

時　

８
月
３
日
月
・
午

前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

※
予
備
日
は
８
月
５
日
水
で
す
。

●
場

所　
市
役
所
前
遠
賀
川

河
川
敷（
多
目
的
広
場
）

●
問
合
先　
消
防
署

　
☎（
２
４
５
）０
９
０
１

親
子
料
理
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

中
間
市
食
生
活
改
善
推
進
会
が

講
師
を
務
め
る
親
子
料
理
教
室
で

食
育
を
学
び
、
楽
し
く
料
理
を
し

な
が
ら
、
親
子
で
夏
休
み
の
思
い

出
作
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

●
日

時　

８
月
５
日
水
・
午

前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

●
場

所　
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内

容　
調
理
実
習

●
対

象　
幼
稚
園
児
・
小
学
生

と
そ
の
保
護
者

※
小
学
４
～
６
年
生
は
子
ど
も
だ

け
で
の
参
加
が
可
能
で
す
。

●
参
加
料　
１
人
400
円

●
定

員　
15
組（
30
人
）・
先

着
順

●
持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、

手
ふ
き

●
申
込
締
切　
７
月
28
日
火

※
７
月
29
日
水
以
降
に
参
加
を
取

り
消
す
人
に
は
、
材
料
費
を
お
支

払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先　
保
健
セ
ン
タ

ー
　
☎（
２
４
６
）１
６
１
１

現
況
届
の
受
付
を
行
い
ま
す

　

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

費
支
給
制
度
の
現
況
届
を
受
け
付

け
ま
す
。
こ
の
届
け
出
は
、
受
給

者
の
毎
年
８
月
１
日
現
在
の
養
育

状
況
な
ど
を
確
認
す
る
も
の
で
す
。

現
況
届
の
用
紙
は
、
各
受
給
者
に

送
付
し
ま
す
。

●
注
意
事
項

○
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
届
け
出
を
し
な
い
場

合
、
８
月
以
降
の
手
当
を
受
給

で
き
な
く
な
り
ま
す

○
さ
ら
に
、
２
年
間
こ
の
届
け
出

を
し
な
い
と
、
時
効
の
た
め
受

給
権
が
な
く
な
り
ま
す

○
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
支
給

制
度
の
届
け
出
を
し
な
い
場
合
、

10
月
以
降
の
医
療
費
助
成
を
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

●
受
付
期
間　
８
月
11
日
火
～
28

日
金（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

●
受
付
時
間　
午
前
９
時
～
午
後

５
時

●
受
付
場
所　
市
役
所
本
館
３
階

第
４
会
議
室

■
夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い

●
日

時　
８
月
20
日
木
、
25

日
火
・
午
後
５
時
30
分
～
８
時

●
場

所　
こ
ど
も
未
来
課

●
問
合
先　
こ
ど
も
未
来
課

　
☎（
２
４
６
）６
２
４
８

身近な役立つ情報を
お届けします

Infomation

くらしの
情報
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危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
を

行
い
ま
す

　

受
講
申
請
書
は
消
防
署
に
あ
り

ま
す
。
各
事
業
所
に
よ
り
講
習
日

時
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
期

日　
９
月
１
日
火
～
９

日
水

●
場

所　
北
九
州
市
民
防
災

セ
ン
タ
ー
（
小
倉
北
区
東
港
一

丁
目
２
‐
５
）

●
対
象
者　
危
険
物
取
扱
者
免

状
の
交
付
を
受
け
、
現
在
危
険

物
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る

人
で
、
次
に
当
て
は
ま
る
人

○
前
回
の
講
習
を
受
け
た
日
以
降

の
最
初
の
４
月
１
日
か
ら
３
年

以
内
の
人

○
新
た
に
、
ま
た
は
再
び
危
険
物

取
扱
作
業
に
従
事
す
る
よ
う
に

な
っ
た
日
か
ら
１
年
以
内
の
人

※
過
去
２
年
以
内
に
免
状
の
交
付

か
講
習
の
受
講
が
済
ん
で
い
る
人

は
、
免
状
の
交
付
日
か
講
習
の
受

講
日
以
降
の
最
初
の
４
月
１
日
か

ら
３
年
以
内
で
す
。

●
受
付
期
間　
８
月
５
日
水
～
19

日
水
・
消
印
有
効

●
問
合
先　
消
防
署

　
☎（
２
４
５
）０
９
０
１

糖
尿
病
教
室
を
開
催
し
ま
す

　
専
門
家
に
よ
る
糖
尿
病
に
ま
つ
わ

る
講
話
を
行
い
ま
す
。
関
心
が
あ
る

人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
期
日
・
テ
ー
マ
・
講
師

○
７
月
28
日
火
・
糖
尿
病
の
合
併

症
と
治
療
目
的
・
医
師

○
８
月
11
日
火
・
運
動
効
果
と
注

意
点
・
理
学
療
法
士

○
８
月
25
日
火
・
食
事
療
法
に
つ

い
て
・
管
理
栄
養
士

○
９
月
８
日
火
・
薬
物
療
法
に
つ

い
て
・
薬
剤
師

○
９
月
29
日
火
・
生
活
習
慣
の
改

善
と
日
常
生
活
の
注
意
点
・
看

護
師

●
時

間　
午
後
２
時
～

※
講
話
は
１
時
間
程
度
で
す
。

●
場

所　
市
立
病
院

●
参
加
料　
無
料

●
申
込
・
問
合
先　
市
立
病
院

　
☎（
２
４
５
）０
９
８
１

一
日
父
親
行
事
を
行
い
ま
す

　
中
間
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
で
は
、

母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
の
児
童
の

た
め
の
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
夏
は
、
マ
リ
ン
ワ
ー
ル

ド
海
の
中
道
に
行
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
期

日　
７
月
24
日
金

●
集
合
時
間　
午
前
８
時
40
分

※
帰
着
は
午
後
３
時
30
分
ご
ろ
の

予
定
で
す
。

●
集
合
場
所　
市
民
図
書
館
前

●
対

象　
小
学
生
と
中
学
生

●
参
加
料

○
中
間
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
会
員

…
無
料

○
中
間
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
非
会

員
…
１
、０
０
０
円

※
昼
食
代
を
含
み
ま
す
。

●
申
込
締
切　
７
月
17
日
金

●
申
込
・
問
合
先　
市
役
所
売
店

　

☎（
２
４
４
）１
１
１
１

「
Ｍ
ｅ
ｎ
，ｓ
キ
ッ
チ
ン
」
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か

　
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室
で
す
。

み
ん
な
で
楽
し
く
調
理
し
、
お
い

し
い
季
節
感
あ
ふ
れ
る
料
理
を
食

べ
ま
し
ょ
う
。

●
期

日　

９
月
５
日
土
・
19

日
土
、
10
月
３
日
土
・
17
日
土

●
時

間　
午
前
10
時
～
午
後

１
時

●
場

所　
中
央
公
民
館

●
定

員　
18
人

●
参
加
料　
２
、０
０
０
円
程
度

（
全
４
回
材
料
代
）

●
申
込
方
法　

講
座
名
、
住
所
、

氏
名（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電

話
番
号
を
記
入
し
て
、
往
復
は

が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、

窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

※
中
央
公
民
館
窓
口
で
申
し
込
む

場
合
は
、
返
信
用
の
は
が
き
を
持

っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

※
欠
席
に
よ
る
参
加
料
の
返
還
は
、

原
則
と
し
て
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切　
８
月
10
日
月

※
受
講
の
決
定
は
、
は
が
き
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
、
８
月
21

日
金
ま
で
に
連
絡
し
ま
す
。

●
申
込
・
問
合
先　
中
央
公
民
館

　
（
〒
809
‐
０
０
１
４　

蓮
花
寺

三
丁
目
１
‐
１
）

　
☎（
２
４
６
）２
３
２
１

　
℻（
２
４
６
）０
２
７
７

○
メ
ー
ル
…

　

kouminkan@city.nakama.lg.jp

県
民
体
育
大
会
「
陸
上
競
技
」
の

選
手
を
募
集
し
ま
す

　

参
加
資
格
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
期

日　
９
月
21
日
月

●
場

所　
博
多
の
森
陸
上
競

技
場（
福
岡
市
博
多
区
東
平
尾

公
園
二
丁
目
１
‐
２
）

●
申
込
締
切　
７
月
30
日
木

●
申
込
・
問
合
先　
体
育
協
会
事

務
局

　

☎（
２
４
６
）２
８
０
１

「
犬
の
育
て
方
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
ま
す

　

犬
の
飼
い
方
に
つ
い
て
、
知
り

た
い
こ
と
な
ど
を
講
習
と
実
技
を

通
じ
て
説
明
し
ま
す
。
事
前
に
予

約
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日

時　

８
月
３
日
月
・
午

後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
は

午
後
１
時
～
）

●
場

所　
宗
像
総
合
庁
舎

　
（
宗
像
市
東
郷
１
丁
目
２
‐
１
）

●
定

員　
30
人
程
度
・
先
着
順

●
申
込
締
切　
７
月
30
日
木

●
申
込
・
問
合
先　
宗
像
・
遠
賀

保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　
☎
０
９
４
０（
３
６
）６
０
９
８

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
な
ど
の
中
学

校
卒
業
程
度
認
定
試
験
を
行
い
ま
す

　

こ
の
試
験
は
、
病
気
な
ど
、
や

む
を
得
な
い
事
由
で
就
学
を
猶
予

ま
た
は
免
除
さ
れ
た
人
な
ど
に
、

中
学
校
を
卒
業
し
た
人
と
同
等
以

上
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
認
定
試
験
を
行
い
、
合
格
者

に
高
等
学
校
入
学
資
格
を
与
え
る

も
の
で
す
。
受
験
資
格
な
ど
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日

時　
10
月
28
日
水
・
午

前
10
時
～

●
場

所　
福
岡
県
吉
塚
合
同
庁

舎（
福
岡
市
博
多
区
吉
塚
本
町
13
‐
50
）

●
受
付
期
間　
８
月
24
日
月
～
９

月
11
日
金
・
消
印
有
効

※
出
願
書
類
の
郵
送
を
希
望
す
る

人
は
、
角
型
2
号
の
返
信
用
封
筒

（
住
所
・
氏
名
・
郵
便
番
号
を
明

記
し
、
205
円
切
手
を
貼
付
）を
同

封
し
、
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先　
福
岡
県
教
育

庁（
〒
812
‐
８
５
７
５　

福
岡

市
博
多
区
東
公
園
７
‐
７
）

　
☎
０
９
２（
６
４
３
）３
９
０
９

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

で
き
る
医
療
機
関
が
増
え
ま
し
た

●
問
合
先　
佐
藤
泌
尿
器
科
ク

リ
ニ
ッ
ク（
上
蓮
花
寺
1
丁
目

２
‐
１
）

　
☎（
２
４
３
）３
１
０
０
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日本体育大学は、スポーツを通して人々の「心身の健
康 」を育むための研究を行ってきた学校です。松下俊
男市長と日本体育大学の松浪健四郎理事長との署名に
より締結されたこの協定。経験と知識を地方創生のた
めに役立てたい大学と、すべての市民の健康を願う中
間市が連携を深めていくためのものです。今後、講演
会の開催、トップアスリートを派遣しての生徒指導、
市民体操の創作などが予定されています。

子どもたちの健全な育成のために…
６月 15 日・日本体育大学と体育・スポーツ振興に関する協定を締結

消防救助技術大会が、福津市の消防学校で行われまし
た。この大会は、消防救助活動に不可欠な体力や精神
力を養うとともに、消防救助隊員が一同に会し、競う
ことを通じて、模範となる消防救助隊員を育成するこ
とが目的です。中間市は「引揚救助」「ロープブリッジ
救出」「ロープ応用登はん」の部門に出場し、日ごろの
訓練の成果を存分に発揮しました。山田直幸消防士長
が率いた「引揚救助」では、見事入賞を果たしました。

いざ！というときのために準備は万端！
５月 29 日・福岡県消防救助技術大会

参加者は、FNQ( フットパスネット
ワーク九州 )から県内初認定を受け
たコースを歩き、底井野の美しい自
然や町並みの随所に隠れた歴史の名
残りを感じました。また、地元の人
からは、うれしいおもてなしがあり、
「地域をあげて盛り上げていこう！」
という、熱意にあふれていました。
フットパス中に吹く風はとても優し
く、気持ちを穏やかにしてくれます。
みなさんも楽しく歩いて、地域の魅
力を再発見してみませんか。

楽しく歩いて、地域の魅力を再発見！
６月 21 日・フットパス「底井野コース」お披露目会

フォトショット

まちのわだい

楽しいイベントや地域の話題などをお届けします
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まちのわだい

17 Nakama City Public Relations

遠賀川水源地ポンプ室の世界遺産登録に向け、松下市
長が国土交通省九州地方整備局の森川幹夫河川部長を
訪問しました。松下市長は、イコモス勧告後に約1,800
人の見学者がポンプ室に訪れていることや、今後の整
備計画を報告。これに対し森川部長は、世界遺産の保
全活用を進めながら、遠賀川を利用した地域活性化政
策について提言し、国の理解と協力を約束しました。
今後、遠賀川を利用した観光政策などが検討されます。

世界遺産をともに盛り上げましょう
５月 26 日・国土交通省九州地方整備局を訪問

イタリア共和国中央部の都市「フォッローニカ市」から中間市に視察
団がやってきました。イタリアは言うまでもなく、世界遺産宝庫の国。
その数は 50 に達し世界一を誇ります。ちなみに日本は 18 で世界 13
位です（2014 年現在）。
フォッローニカ市は、イタリアの地方都市の一つで、製鉄業で栄えたものの、工場の
閉鎖などで産業の転換を迫られ、現在は観光業に力を入れているまちです。
一方、中間市は、炭鉱のまちとして一時代を築き、石炭から石油へと産業の変革を機
に主産業の一新を図り、未来のために挑戦を続けています。
フォッローニカ市と中間市は、まさに今同じような境遇にいるのです。
そんな中、中間市の世界遺産登録勧告を知ったフォッローニカ市が、お互いの行政方
針や観光政策について、情報交換と相互協力を提案するため中間市を訪問しました。
一行は、行政の職員や商工会議所の職員、オリーブオイルメーカーの社員など計 6名。
日本の食文化や日常の風景などに触れた後、遠賀川水源地ポンプ室の視察や、なかま
ハーモニーホールで開催された「イタリアの世界遺産パネル展」の観覧を行いました。
食の流通や子どもたちの交換留学、文化の交流など可能性は膨らむばかり…。中間市
の「これから」が楽しみです。

イタリアが中間にやって来た

    　ボ　ン　ジ　ョ　～　ル　ノ 　　  ナ　  カ 　 マ

BUON GIORNO a NAKAMA

体育文化センターにさくら保育園児の元気な声と元気な
歌声が響き渡りました。０〜５歳の園児が練習の成果を
家族に披露しました。普段とは違う雰囲気にびっくりし
て泣き出してしまう園児もいましたが、元気いっぱいに
楽しむことができました。ダンスやかけっこ、大玉ころ
がしなどに一生懸命に取り組む姿は、かっこよくもあり、
かわいくもありました。家族がうれしそうに、また不安
そうにお子さんを見つめている姿が印象的でした。

よーいどん！さくらっこ！
５月 23 日・さくら保育園運動会
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ギ
ラ
ヴ
ァ
ン
ツ
北
九
州
ホ
ー
ム

ゲ
ー
ム
に
無
料
招
待

　
ギ
ラ
ヴ
ァ
ン
ツ
北
九
州
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー

ム（
Ｂ
席
）に
み
な
さ
ん
を
招
待
し
ま
す
。

●
日
時
・
申
込
締
切

○
７
月
18
日
土
・
午
後
６
時
～
（
東
京

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
戦
）・
７
月
14
日
火

○
７
月
22
日
水
・
午
後
７
時
～
（
コ
ン

サ
ド
ー
レ
札
幌
戦
）・
７
月
17
日
金

○
８
月
１
日
土
・
午
後
６
時
～
（
大
宮

ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
戦
）・
７
月
28
日
火

●
定

員　
各
50
人（
抽
選
）

※
申
し
込
み
は
１
回
５
人
分
ま
で
で
す
。

●
場

所　
本
城
陸
上
競
技
場

　
（
八
幡
市
西
区
御
開
四
丁
目
16
‐
１
）

●
申
込
方
法　
ギ
ラ
ヴ
ァ
ン
ツ
北
九
州
の

申
込
フ
ォ
ー
ム
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…

　

http://www.giravanz.jp/friendlytown/

nakama/form.php

●
問
合
先　
株
式
会
社
ギ
ラ
ヴ
ァ
ン

ツ
北
九
州

　
　
☎（
８
６
３
）６
７
７
７

子
育
て
女
性
の
た
め
の
就
業

支
援
講
座
を
開
催
し
ま
す

　

リ
ン
パ
ケ
ア
プ
ロ
技
術
者
養
成
講
座

を
実
施
し
ま
す
。
卒
業
後
は
、
就
職
や

自
宅
開
業
の
道
も
開
け
ま
す
。
希
望
者

に
は
無
料
で
託
児
を
行
い
ま
す
。

●
日

時　
７
月
31
日
金
～
９
月
14

日
月
・
午
前
10
時
～
正
午

※
全
11
日
間
の
講
座
で
す
。

●
場

所　
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

●
定

員　
18
人

●
受
講
条
件　
未
就
業
で
子
育
て
中
の

女
性（
年
齢
不
問
）

●
受
講
料　
無
料

　
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
実
費
負
担
あ
り
）

●
申
込
方
法　
協
会
に
電
話
ま
た
は
メ

ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
申
込
締
切　
７
月
25
日
土

●
問
合
先　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
メ
デ
ィ
ケ

ア
リ
ン
パ
協
会

　
☎（
５
１
１
）４
９
７
６

○
メ
ー
ル
…

　

medicarelymph@yahoo.co.jp

第
71
回
福
岡
県
美
術
展
覧
会
を

開
催
し
ま
す

　

作
品
の
応
募
を
希
望
す
る
人
は
、
搬

入
方
法
な
ど
詳
し
い
内
容
を
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
期

間　
９
月
８
日
火
～
10
月
４
日
日

●
場

所　
福
岡
県
立
美
術
館

●
入
館
料　
300
円（
一
般
）、
200
円（
高

大
生
）、
100
円（
小
中
生
）

●
問
合
先　
福
岡
県
立
美
術
館

　

☎
０
９
２（
７
１
５
）３
５
５
１

中間市公式キャラクター
「なかっぱ」

が
家 のわ

すこやか
ちゃん
すこやか
ちゃん

このページは、みなさんで作るコー
ナーだぬん。イラストやエッセイ、
お知らせなど待ってるぬん。「すこや
かちゃん」「文芸歳時記」も応募して
ほしいぬん。
●�応募・問合先　企画政策課広報広聴係
（809‐8501 中間一丁目１番１号）
　☎（246）6271

わが家の「ドスドスアイドル」ひ
よりちゃん。これからもみんな
に元気パワーをください。

H24. ６.30 生
（扇ケ浦三丁目）

二
にほんやなぎ

本柳 陽
ひ よ り

愛ちゃん

フットパスに参加しました♪暑
い中、約５㎞のコースをよく頑
張りました。これからもスクス
ク育ってね☆

H22.11.25 生
（上底井野）

齊
さいとう

藤 悠
は る と

斗ちゃん

18広報なかま７月 10日号
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●
海
外
旅
行
な
ど
の
場
合
、
洋
服
を
一
枚
ず
つ
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
詰
め
れ
ば
、
鞄
に
き
れ
い
に
収
ま
り
取
り
出
し
や
す
い
。

知
っ
て
て
損
は
な
い

豆
知
識

麦
秋
の
風
吹
き
渡
る
宿
り
か
な

　
　
　
通
谷
一
丁
目	

元
　
満
　
敏
　
悌

明
け
方
の
寺
の
静
寂
や
蓮
開
く

　
　
　
中
央
三
丁
目	

末
　
次
　
　
　
哲

飛
び
交
ふ
は
異
国
の
言
葉
苺
狩

　
　
　
太
賀
四
丁
目	

林
　
　
　
千
恵
子

白
百
合
の
香
る
坂
道
十
字
切
る

　
　
　
太
賀
一
丁
目	

高
　
橋
　
佳
與
詩

夏
落
葉
社
の
鈴
を
背せ

な

で
聴
き

　
　
　
扇
ケ
浦
二
丁
目	

此
　
元
　
多
津
子

コ
ス
モ
ス
愛
句
会

俳 

句

古
希
す
ぎ
て
ま
だ
ま
だ
捨
て
ぬ
夢
も
あ
る

　
　
　
中
間
四
丁
目	

森
　
　
　
紀
　
子

物
言
わ
ぬ
意
志
の
強
さ
は
目
に
宿
る

　
　
　
扇
ケ
浦
四
丁
目	
西
　
本
　
多
津
子

婚
活
の
希
望
条
件
多
す
ぎ
る

　
　
　
中
間
三
丁
目	

仰
　
木
　
孝
　
子

口
止
め
を
さ
れ
た
噂
が
風
に
乗
る

　
　
　
通
谷
四
丁
目	

平
　
田
　
照
　
子

生
か
さ
れ
る
刻
を
ま
も
な
く
食
べ
つ
く
す

　
　
　
弥
生
一
丁
目	

古
　
谷
　
龍
太
郎

吉
富 

廣 

選

川 
柳

鯉
の
ぼ
り
五
月
の
空
に
翻
り
車
の
渋
滞
見
お
ろ
し
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
賀
三
丁
目	

日
　
野
　
康
　
子

初
老
な
る
女ひ

と

の
選
び
し
モ
ヘ
ア
帽
連
れ
の
男
性
似
合
う
と
ほ
ほ
え
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
生
二
丁
目	

吉
　
田
　
千
　
歳

夫
と
ゆ
く
小
春
日
和
の
遊
歩
道
名
も
知
ら
ぬ
花
み
ち
の
端
に
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
谷
二
丁
目	

山
　
下
　
純
　
子

嫁
ぐ
日
に
亡ち

ち父
が
手
植
え
の
白
つ
つ
じ
五
十
年
過
ぎ
て
今
盛
り
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
谷
一
丁
目	

戸
　
田
　
恵
美
子

新
緑
の
深
山
に
鳴
き
し
カ
ッ
コ
ウ
よ
谷
を
渡
り
て
姿
を
見
せ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
ヶ
岡	

金
　
子
　
純
　
子

中
間
市
短
歌
会

短 

歌

文芸歳時記

▶遠賀川水源地ポンプ室は、実は幼いころから慣れ親しんだ景色の中にありま
す。中間唐戸も堀川もしかり。多くの宝物に囲まれて育ったんだなぁと改めて
実感している今日このごろです。（講）　▶ポンプ室の世界遺産登録まで、あと
数日（編集現在）と迫り、期待と緊張が日に日に強くなっています。みなさんと
喜び合っていられることを信じて、登録決定後に向けた準備を進めていきます。
一丸となって中間市を盛り上げていけるよう、ご協力をお願いします。（翔）

編集後記

平
成
27
年
度
第
１
回
企
画
展

　
戦
後
70
年
を
迎
え
る
今
夏
、
戦
災
孤
児

の
収
容
保
護
施
設
と
し
て
発
足
し
た
「
百

道
松
風
園
」
の
写
真
資
料
な
ど
を
紹
介
し

ま
す
。
企
画
展
に
合
わ
せ
て
講
演
会
を
行
い

ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
期

間　
７
月
22
日
水
～
９
月
27
日
日

●
開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

●
休
館
日　
月
曜
日
、
祝
日（
月
曜
日
が

祝
日
の
と
き
は
翌
日
も
）

●
入
館
料　
無
料

●
場

所　
福
岡
共
同
公
文
書
館

　
（
筑
紫
野
市
上
古
賀
一
丁
目
３
‐
１
）

※
無
料
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。

●
講
演
会
日
時
・
テ
ー
マ

○
７
月
25
日
土
・
終
戦
と
子
ど
も
た
ち

○
８
月
29
日
土
・
戦
後
70
年
目
の
証
言

※
時
間
は
と
も
に
午
後
２
時
～
３
時
で
す
。

●
問
合
先　
福
岡
共
同
公
文
書
館

　
☎
０
９
２（
９
１
９
）６
１
６
６

川
柳
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

●
日
時
・
場
所

○
毎
月
第
１
月
曜
日（
午
前
10
時
～
正

午
）・
弥
生
公
民
館

○
毎
月
第
１
金
曜
日（
午
後
１
時
～
３

時
）・
中
央
公
民
館

○
毎
月
第
１
日
曜
日（
午
後
零
時
30
分
～

３
時
）・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
毎
月
第
４
土
曜
日（
午
後
１
時
～
３

時
）・
新
手
公
民
館

●
会

費

○
誌
友
費
…
年
４
、８
０
０
円（
機
関
誌

毎
月
発
行
１
年
分
）

○
句
会
費
…
月
100
～
200
円（
開
催
場
所
ご
と
）

●
問
合
先　
吉
富
宅

　
☎（
２
４
４
）７
２
９
８

19 Nakama City Public Relations

垣生公園にあじさい園があるのをご存知ですか。あじさい
は雨模様のほうが似合いますが、撮影した日はあいにくの
晴れ模様（笑）。白やピンクや紫など色鮮やかな花びらがキ
ラキラと輝いていました。垣生公園のあじさいは、毎年５
月下旬から６月中旬までお楽しみいただけます。

今月の表紙

■撮影データ
　レンズ28 ～ 135㎜　1/1,250秒　F4　ISO1000

国際ソロプチミスト中間が小中学校に寄付

「市内の小中学校で利用してください」と、増
田俊明教育長に図書カードの目録を贈呈する
国際ソロプチミスト中間の岸野弥生会長
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■
発

行
　

福
岡

県
中

間
市

役
所

〒
809‐

8501 福
岡

県
中

間
市

中
間

一
丁

目
１

番
１

号
■

編
集

　
企

画
政

策
課

広
報

広
聴

係
TEL  093（

246）6271　
FAX  093（

245）5598　
■

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://www.city.nakam

a.lg.jp/
■

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

webm
aster@city.nakam

a.lg.jp

広
報

な
か

ま
平

成
27

年
７

月
10

日
号

No.990

■
今

回
の「

広
報

な
か

ま
」に

か
か

っ
た

経
費

は
１

部
約

24円
で

す
。

■�「
広

報
な

か
ま

」の
配

布
は

発
行

日
か

ら
開

始
し

ま
す

。
み

な
さ

ん
の

お
手

元
に

３
日

以
内

で
お

届
け

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

中
間
市
歴
史
の
旅

新
知
故
温

有
料
広
告
欄

其
の
四
十
「
昭
和
20
年
の
中
間
市
①
」

～
終
戦
前
の
状
況
～

　
今
年
、
日
本
は
終
戦
後
70
年
を
迎
え

ま
す
。
こ
の
機
会
に
昭
和
20
年
の
中
間

市
の
状
況
を
２
回
に
わ
た
り
振
り
返
っ

て
い
き
ま
す
。

　
昭
和
20
年
頃
の
日
本
は
連
合
国
に
空

襲
さ
れ
、
一
般
市
民
に
も
多
数
の
被
害

が
出
て
い
ま
し
た
。
中
間
市
で
空
襲
は

な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
中
間
市
上
空

を
何
度
も
敵
機
が
飛
来
し
た
と
の
記
録

が
残
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
20
年
３
月
27

日
に
は
、
米
軍
の
Ｂ
29
が
火
だ
る
ま
に

な
っ
て
落
ち
て
い
く
様
子
が
中
間
市
か

ら
も
見
え
た
と
の
記
録
も
残
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
戦
争
末
期
は
日
本
本
土

に
直
接
的
な
被
害
が
出
て
き
た
た
め
、

大
本
営
は
日
本
本
土
で
連
合
軍
を
迎
え

撃
つ
態
勢
を
整
え
て
い
き
ま
す
。
中
間

市
も
例
外
で
は
な
く
、
昭
和
20
年
５
月
、

護
州
第
二
二
三
五
六
部
隊
の
部
隊
本
部

が
底
井
野
国
民
学
校（
底
井
野
小
）に
置

か
れ
、
同
部
隊
の
第
一
大
隊
が
中
間
国

民
学
校（
中
間
小
）に
駐
屯
し
ま
す
。
底

井
野
国
民
学
校
の
保
健
室
は
部
隊
長
室
、

裁
縫
室
は
下
士
官
室
、
北
側
講
堂
教
室

と
中
央
校
舎
の
半
分
も
軍
に
接
収
。
同

様
に
、
中
間
国
民
学
校
も
北
五
棟
校
舎

と
公
会
堂
が
軍
に
接
収
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
両
校
の
教
師
も
戦
地
へ
動
員

さ
れ
、
そ
の
代
替
え
と
し
て
折
尾
高
等
女

学
校
や
福
岡
師
範
学
校
の
生
徒
が
実
習

を
兼
ね
て
教
鞭
を
と
り
ま
し
た
。
児
童
も

勤
労
奉
仕
と
し
て
砂
山
地
区
の
豆
と
り

の
加
勢
、
青
年
団
は
小
倉
の
火
薬
工
場

に
動
員
と
、
昭
和
20
年
頃
の
子
ど
も
は

勉
強
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
中
間
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

底井野小学校長池埋立作業中の児童（昭和20年ごろ）


